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消 防 団 活 動 服 購 入 事 業

安全かつ迅速に活
動できるよう、全
分団員の消防活動
服・キャップなど
を新基準のものに
更新。

279万円

公園整備事業（さくら野公園）

元年度末完成予定
の工期が延びたた
め決算額は総工費
9543 万円のうち
前 払 い 金 の み。2
年 7 月竣工。

3647万円

町制施行 50 周年記念事業

記念誌・記念動画
や今昔写真集の作
成や郷土芸能大会・
記念式典・コンサー
トの開催など。

2056万円

病 児・ 病 後 児 保 育 事 業

安心して子育てで
きる環境づくりの
ために新たに医療
機関に施設を整備
し、元年 8 月に事
業を再開。

1399万円

学童保育新型コロナ対策事業

新型コロナ感染予
防のための小学校
臨時休校に伴う開
所に要した人件費
などを 10 クラブ
11 支援に助成。

204万円

小中学校空調設備設置工事

熱中症対策・環境
改善のため、全小
中学校の普通教室・
給食調理場に空調
設備を設置。

４億1508万円

①

②

③
④
⑤
⑥
⑦

①

②

③
④
⑤

⑥

歳出　127億3763万円
①民　生　費　51億1085万円（40.1％）

②教　育　費　16億  922万円（12.6％）

③土　木　費　14億3141万円（11.2％）

④公　債　費　13億6390万円（10.7％）

⑤総　務　費　13億2544万円（10.4％）

⑥衛　生　費　10億4502万円  （8.2％）

⑦そ　の　他　  8億5180万円  （6.7％）

歳入　135億8544万円
①町　　　税　46億8819万円（34.5％）

②地方交付税　21億3297万円（15.7％）

③国庫支出金　19億5061万円（14.4％）

④県 支 出 金　10億7131万円  （7.9%）

⑤町　　　債　10億6060万円  （7.8%）

⑥そ　の　他　26億8176万円（19.7％）
※数字は端数を処理しています。
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令和最初の１年の財政は !?
歳入歳出決算

　
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
を
徹
底
し
な
が
ら
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
・
特
別
会
計
決
算
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
26
の
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

歳出127億3763万円歳入135億8544万円
注目事業ピックアップ

認 定
賛成13：反対2



　　資源売払収入

524 万円
（平成 30 年度は 609 万円）

DOWN➡ 　　　高齢者運転免許証返納者

121 人
（平成 30 年度は 85 人）

➡

UP
　　　健康ポイント事業参加者➡

UP

1500 人
（平成 30 年度は 800 人）
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町制 50 周年　消費増税　新型コロナ…
令和元年度一般会計

令和最初の１年の財政は !?
歳入歳出決算

計
画
当
初
は
令
和
３
年
の
春
に
竣

工
予
定
だ
っ
た
定
じ
ょ
う
り
ん
ば
し

林
橋
側
道
橋
の

現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

令
和
２
年
10
月
に
は
発
注
の
予
定

だ
っ
た
が
長
雨
の
影
響
な
ど
で
協

議
が
遅
れ
て
い
る
。
川
で
の
工
事

は
冬
季
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
、
完
成
は
令
和
４
年
春
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
と
電
気
代

が
増
え
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
前

年
度
よ
り
下
が
っ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。

電
力
の
入
札
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
料
金
が
６
割
ほ
ど
下
が
っ
た
。

ま
た
、
稼
働
日
数
も
少
な
か
っ
た
。

当
初
予
算
に
あ
っ
た
移
住
支
援
事

業
補
助
金
が
使
わ
れ
て
い
な
い
理

由
は
。

「
東
京
圏
か
ら
の
移
住
」「
県
指
定

の
企
業
へ
の
就
業
」
な
ど
の
国
の

支
給
要
件
に
合
う
移
住
者
が
い
な

か
っ
た
。

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
た
大

学
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
補
助

金
が
執
行
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
に
活
動
を

自
粛
し
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

保
育
所
の
待
機
児
童
の
現
状
と
今

後
の
見
込
み
は
。

元
年
度
末
は
11
人
だ
っ
た
が
今
年

９
月
１
日
現
在
は
０
人
で
、
今
年

度
中
に
１
幼
稚
園
が
認
定
こ
ど
も

園
に
移
行
し
60
人
の
枠
が
で
き
る

た
め
、
待
機
児
童
は
出
な
い
と
考

え
る
。

条
例
で
は
不
動
産
業
は
奨
励
金
の

対
象
で
は
な
い
の
で
、
大
型
小
売

店
敷
地
内
の
テ
ナ
ン
ト
賃
貸
業
部

分
は
該
当
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

対
象
と
な
る
事
業
者
が
購
入
し
た

土
地
お
よ
び
設
備
投
資
し
た
建
物
、

償
却
資
産
は
す
べ
て
対
象
に
な
る

と
考
え
る
。

主
な
質
疑

問

問

問問

問問

答

答

答答

答答

生
活
を
豊
か
に
す
る
政
治
を

効
率
的
財
政
運
営
で
あ
る

　

学
校
へ
の
空
調
設
置
や
子

ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
な

ど
評
価
点
は
あ
る
が
、
土
地

区
画
整
理
事
業
や
必
要
以
上

の
道
路
整
備
な
ど
の
不
要
不

急
な
事
業
に
膨
大
な
税
金
が

使
わ
れ
て
い
る
。
町
民
生
活

を
豊
か
に
す
る
税
金
の
使
い

方
が
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断

し
、
反
対
す
る
。	

（
河
野
）

　

実
質
収
支
が
約
７
億
円
あ

り
、
交
付
金
な
ど
も
活
用
さ

れ
た
効
率
的
財
政
運
営
で
あ

る
。
児
童
福
祉
や
教
育
、
健

康
増
進
な
ど
の
事
業
に
町
民

の
安
心
安
全
と
健
康
を
考
え

る
姿
勢
が
お
お
む
ね
反
映
さ

れ
て
い
る
。
成
果
の
乏
し
い

事
業
も
あ
る
の
で
必
要
性
・

妥
当
性
の
検
証
を
。	

（
八
木
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

定

林

橋

側

道

橋

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

待

機

児

童

工
場
等
設
置
奨
励
金

小
中
学
校
空
調
整
備

移

住

定

住

促

進



県支出金　29億 4055万円　72.5%

保険給付金　28億 3643万円　71.7%

保険税
8億 5579万円
21.1%

県への納付金
10億 3319万円

26.1%
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特定健診、健康づくり事業で、
町民の健康維持に努力を

令和元年度国民健康保険特別会計決算

認定
賛成13：反対2

国
保
世
帯
数　

４
８
８
２
世
帯

被
保
険
者
数　

８
０
５
２
人

被
保
険
者
が
減
少
し
て
い
る
要
因
は

何
か
。

75
歳
に
到
達
し
て
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
へ
移
行
す
る
こ
と
や
、
60
歳
以

上
の
人
で
あ
っ
て
も
社
会
保
険
へ
加

入
す
る
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

歯
周
疾
患
検
診
に
は
妊
婦
も
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

妊
婦
お
よ
び
30
、
40
、
50
、
60
、
70

歳
の
人
に
実
施
し
て
い
る
。

主
な
質
疑

問問 答答対
策
不
十
分

適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

　

高
額
負
担
の
た
め
、
滞
納
世
帯
が
相

当
数
に
の
ぼ
る
。
医
療
機
関
に
か
か
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
法

定
減
免
以
上
の
対
応
な
ど
が
必
要
だ

が
、
十
分
と
は
い
え
な
い
。	

（
堤
）

　

県
が
運
営
主
体
と
な
り
効
率
化
、
適

正
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
収
支
も
安

定
し
て
い
る
。
３
密
を
避
け
、
健
康
づ

く
り
と
楽
し
み
が
融
合
し
た
事
業
展
開

に
期
待
す
る
。	

（
竹
中
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

繰入金　2億 3128万円　5.7%

保健事業費　4791万円　1.2%

40 億
5327万円

39億
5438万円

その他　2565万円　0.6%

その他　3685万円　0.9%

歳入

歳出

　
　
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

令和元年度
後期高齢者医療保険特別会計決算

■保険事業勘定（主に要支援・要介護認定を受け
た人が利用するサービスや住民活動の会計）

　　歳 入  29 億1581万円
　　歳 出  27 億4078万円
■介護サービス事業勘定（主に地域包括支援セン

ターに係る会計）
　　歳 入  3222万円
　　歳 出  3142万円

歳  入　５億1329万円
歳  出　５億1223万円

国
民
を
分
断
す
る
制
度
で
あ
る

保
険
あ
っ
て
介
護
な
し

制
度
を
安
定
化
し
安
心
の
老
後

適
切
な
運
営
求
め
る

　

国
民
を
75
歳
で
区
分
し
、
対
立
と
分
断
を
生
み

出
す
制
度
で
あ
り
容
認
で
き
な
い
。	

（
堤
）

　

利
用
者
や
介
護
す
る
家
族
の
経
済
的
、
精
神
的

負
担
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。「
保
険
あ
っ
て
介
護

な
し
」
に
な
ら
な
い
か
懸
念
し
て
い
た
が
、
そ
の

方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。	

（
堤
）

　

安
心
し
て
老
後
生
活
を
暮
ら
せ
る
よ
う
保
険
制

度
の
安
定
化
を
求
め
る
。	

（
安
部
）

　

制
度
的
に
適
正
だ
が
、
余
っ
た
額
が
多
く
要
改

善
。
ま
た
、
徴
収
で
き
な
か
っ
た
額
も
多
い
。
こ

れ
は
町
も
利
用
者
も
不
利
益
と
な
る
。
今
一
度
気

を
配
り
適
切
な
運
営
を
求
め
る
。	

（
岩
永
）

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

75 歳以上は
5165 人

運
営
に
気
配
り
を

認定
賛成13：反対2

認定
賛成13：反対2
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早く完成してほしい　町民の願い！　高田南の宅地造成　　

上下水道の安定したサービスの供給と経営を維持　

年
度
末
事
業
進
捗
率
（
工
事
ベ
ー
ス
）

　
道
路　
55
・
６
％

　
宅
地　
58
・
６
％

令和元年度土地区画整理事業特別会計決算　 歳入 7 億 2533 万円　歳出 5 億 8166 万円

認定
賛成13：反対2

全
体
の
保
留
地
処
分
金
の
件

数
と
元
年
度
末
の
件
数
は
ど

う
か
。

全
体
の
件
数
は
１
７
２
件
。

元
年
度
末
の
契
約
実
績
累
計

は
１
０
２
件
で
あ
る
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

問答　

町
の
教
育
施
設
や
福
祉
を
充

実
す
る
た
め
の
予
算
に
負
の
影

響
が
出
て
い
る
。
一
括
施
工
が

抱
え
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
す

べ
き
で
あ
る
。	

（
堤
）

　

国
か
ら
の
補
助
金
確
保
の
た

め
、
町
、
県
が
一
体
と
な
っ
て

事
業
の
推
進
に
一
層
力
を
注
い

で
も
ら
う
よ
う
要
望
す
る
。

	

（
松
林
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

町
財
政
に
過
大
な
負
荷

関
係
住
民
が
早
く
安
堵
す
る
こ
と
を
願
う

　
高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
20
・
21
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載

し
て
い
ま
す
。

●
用
語
解
説

収
益
的
収
支
…
主
に
維
持
管
理
関
係

　
収
益
的
収
入
…
使
用
料
、
負
担
金
等

　
収
益
的
支
出
…
維
持
管
理
費
、
人
件
費

資
本
的
収
支
…
主
に
設
備
投
資
関
係

　
資
本
的
収
入
…
補
助
金
、
借
入
金

　
資
本
的
支
出
…
事
業
費
、
償
還
金

全会一致
認定
収
益
的
収
入　

７
億
８
９
０
０
万
円

収
益
的
支
出　

６
億
９
５
７
４
万
円

資
本
的
収
入　

２
億
３
４
７
５
万
円

資
本
的
支
出　

４
億
８
８
４
３
万
円

営
業
利
益
が
昨
年
よ
り
大
き
く

減
少
し
て
い
る
原
因
は
。

人
口
減
少
と
節
水
型
の
家
電
の

普
及
に
よ
る
水
道
使
用
量
の
減

少
が
考
え
ら
れ
る
。

収
益
的
収
入　

10
億
１
１
４
１
万
円

収
益
的
支
出　

８
億
９
９
８
１
万
円

資
本
的
収
入　

４
億
６
８
３
２
万
円

資
本
的
支
出　

８
億
２
２
６
９
万
円

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
再
構
築
や
電

気
設
備
工
事
、
建
設
工
事
委
託

な
ど
の
費
用
対
効
果
、
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。

大
村
湾
の
水
質
向
上
な
ど
環
境

面
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
効

果
が
表
れ
て
い
る
。

　

大
村
湾
は
そ
の
形
状
か
ら
、

外
海
と
の
水
の
入
れ
替
え
が
少

な
い
た
め
、
水
質
環
境
基
準
の

達
成
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、
県

主
導
の
も
と
、
大
村
湾
・
佐
世

保
湾
に
放
流
す
る
全
て
の
下
水

処
理
場
で
※
高
度
処
理
を
行
う

大
村
湾
流
域
下
水
道
整
備
総
合

計
画
が
策
定
さ
れ
、
本
町
で
も

現
在
整
備
中
で
す
。

令
和
元
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

大
村
湾
を
よ
り
き
れ
い
に

令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
会
計
決
算

問問 答答

※
高
度
処
理

　
現
在
の
処
理
方
法
で
は
十

分
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な

い
、
窒
素
や
リ
ン
を
取
り
除
く

た
め
の
処
理
方
法

・
歳
入　

９
１
６
万
円

・
歳
出　

７
７
２
万
円

　

町
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
下
に
あ
る

嬉
里
駐
車
場
（
月
極
お
よ
び
時
間
貸
し
）

と
吉
無
田
駐
車
場
（
月
極
の
み
）
を
経
営

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
得
ら
れ
る
収
入
（
歳

入
）
や
掛
か
る
経
費
（
歳
出
）
は
、
独
立

し
た
特
別
会
計
で
処
理
を
行
い
報
告
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
余
っ
た
お
金
の
一
部
は
、
毎
年

一
般
会
計
へ
繰
り
出
し
を
行
っ
て
お
り
、

令
和
元
年
度
は
１
９
４
万
円
で
し
た
。

路上駐車はやめて町営駐車場へ

一本松より望む大村湾

令
和
元
年
度
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
決
算

ご
存
じ
で
す
か
？

町
経
営
の
駐
車
場

全会一致
認定



土 木 費

がけ崩れ対策や公園整備を行います。
5800万円

消 防 費

防災倉庫やテントのほかマットなどの備品を
購入します。

1648万円

教 育 費

長与三彩窯跡調査のための用地購入や小中学
校の新型コロナウイルス感染症対策、町民文
化ホール改修工事を行います。

6139万円

衛 生 費

ごみ処理に使われます。
510万円
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新型コロナウイルス感染症対策と
災害復旧工事を最優先に！

全会一致
可決

　
４
億
９
０
６
万
円
を
追
加
し
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
１
９
０
億
４
５
５
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

令和 2年度一般会計補正予算（第 4号）

　

長
与
北
小
学
校
の
外
壁
を
改
修
す
る
た

め
の
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
の
議

案
が
７
月
17
日
に
開
催
し
た
臨
時
会
で
提

出
さ
れ
、
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
の
開
校
以
来
、
外
壁
の
本
格

的
な
改
修
は
初
め
て
で
す
。

・
契
約
金
額　

８
４
６
７
万
２
５
０
０
円

・
工
事
期
間　

令
和
３
年
２
月
12
日
ま
で

これできれいになるね（北小学校）

北
小
改
修 

始
ま
っ
て
い
ま
す

令
和
２
年

第
１
回
臨
時
会
報
告

全会一致
可決

民 生 費

支援対象児童等の見守り強化事業補助や子育
て支援施設の新型コロナウイルス感染症対策
事業補助。また乳児のための臨時特別給付金
を支給します。

9760万円

コロナ対策　空気清浄機の設置（長与児童館）

災 害 復 旧 費

７月豪雨に伴う農地や農道等の農業用施設や
公共道路の災害復旧工事を行います。

１億6710万円

早期の復旧を！（岡郷）
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提
案
区
分

議　　　　　　案

審
議
結
果

八
木
　
亮
三

松
林
　
　
敏

西
田
　
　
健

浦
川
　
圭
一

中
村
　
美
穂

安
部
　
　
都

内
村
　
博
法

安
藤
　
克
彦

金
子
　
　
恵

岩
永
　
政
則

堤
　
　
理
志

河
野
　
龍
二

吉
岡
　
清
彦

竹
中
　
　
悟

西
岡
　
克
之

山
口
憲
一
郎

執
　
　
行
　
　
機 

　
　
関

長与町税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町都市計画税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和２年度長与町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和２年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和２年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和２年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和２年度長与町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和２年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和２年度長与町水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和２年度長与町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ※

令和元年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和元年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

人権擁護委員の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

財産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

町道ニュータウン中央線舗装補修工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議
　
　
会

長与町議会会議規則の一部を改正する規則 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町基本構想に関する調査特別委員会設置についての決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

提
案
区
分

議　　　　　　案

審
議
結
果

八
木
　
亮
三

松
林
　
　
敏

西
田
　
　
健

浦
川
　
圭
一

中
村
　
美
穂

安
部
　
　
都

内
村
　
博
法

安
藤
　
克
彦

金
子
　
　
恵

岩
永
　
政
則

堤
　
　
理
志

河
野
　
龍
二

吉
岡
　
清
彦

竹
中
　
　
悟

西
岡
　
克
之

山
口
憲
一
郎

執
行
機
関

長与北小学校校舎外壁改修工事請負契約の締結について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

○賛成　▼反対　■棄権　◆除斥　－欠席
※ 議長は採決に加わらないため「※」で表示　
■ 棄権とは、議員自らの意思により表決に参加しないこと。
◆ 除斥とは、議員は直接の利害関係のある事件について、その議事に参与することができないこと。（地方自治法第 117 条）

令和２年第３回定例会の議案および賛否

令和２年第１回臨時会の議案および賛否
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人
事
案
件

　

全
会
一
致
で
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

▼
委
員　

廣
田　

敬
子
さ
ん
（
嬉
里
郷
）

　

全
会
一
致
で
適
任
と
し
ま
し
た
。

　

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

▼
委
員　

金
村
真
智
子
さ
ん
（
吉
無
田
郷
）

　

10
年
ご
と
に
町
が
策
定
す
る
基
本
構
想

は
、
来
年
度
が
そ
の
更
新
年
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
今
後
10
年
の
計

画
を
議
会
と
し
て
慎
重
に
調
査
す
る
た
め

に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

委　
　

員　

議
長
を
除
く
15
名

委
員
長　

西
岡　

克
之　

議
員

副
委
員
長　

中
村　

美
穂　

議
員

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

長
与
町
基
本
構
想
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た

議
会
事
務
局
の
紹
介

　

議
会
事
務
局
の
業
務
は
主
に
、

・
議
会
の
運
営
、
会
議
録
の
作
成
等
、

議
事
に
関
す
る
こ
と

・
諸
法
令
や
請
願
・
陳
情
の
調
査
等
、

調
査
に
関
す
る
こ
と

・
議
員
報
酬
、
共
済
の
事
務
等
、
庶
務

に
関
す
る
こ
と

に
大
別
さ
れ
、
議
会
だ
よ
り
の
発
行
も

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
事
務
局
長
の
下
、
５
人

の
職
員
で
長
与
町
議
会
を
縁
の
下
か
ら

支
え
、
日
々
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
財
源
　
確
実
に
確
保
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
今
後
地
方
の

財
源
が
厳
し
く
な
る
予
想
が
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
議
会
は

以
下
の
内
容
の
意
見
書
を
採
択
し
、
国
に
送
付
し
ま
し
た
。

①
一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
充
実
お

よ
び
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
額
の

縮
減
努
力
と
償
還
財
源
の
確
保
を

す
る
こ
と
。

②
地
方
交
付
税
の
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

③
令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
減
少
を

想
定
し
た
補
填
措
置
を
す
る
こ

と
。

④
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
、

政
策
税
制
は
有
効
性
・
緊
急
性
等

を
厳
格
に
判
断
す
る
こ
と
。

⑤
固
定
資
産
税
は
市
町
村
の
基
幹

税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
を
揺

る
が
す
見
直
し
は
行
わ
な
い
こ

と
。

全会一致

可 決

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
専
用
ア
プ
リ

で
読
み
取
る
と
、
意
見
書
の
全
文

を
ご
覧
頂
け
ま
す
。



一般質問の動画にリンクしたＱＲコードを掲載しております。ぜひご覧ください。
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掲載ページ

一 般 質 問

10 吉　岡　清　彦 議員
① 自治会や住民の町行政機関や諸団体との有り方について
② 危険な場所の改修、改善について
③ 中尾城公園の今後の有り方について

11 竹　中　　　悟 議員
① 新型コロナウイルス感染症対策について
② 図書館用地の有効活用について

12 八　木　亮　三 議員
① 高齢者を狙う悪質商法への対応について
② 本町の職員採用および組織内における男女共同参画の考え方について

13 西　田　　　健 議員
① 町の情報発信について
② 協働の町づくりに必要な人材確保と育成について

14 松　林　　　敏 議員
① 図書館事業について
② 長与南小学校体育館雨漏りについて

15 西　岡　克　之 議員
① 本町の道路行政について
② 災害対策について

16 浦　川　圭　一 議員
① 定住人口と交流人口の拡大について
②「クリーンパーク長与」の運営に係る両町の運営費の負担割合について
③ 防災無線の難聴地域対策について

17 内　村　博　法 議員
① 本町の防災対策について
② ICT（情報通信技術）の利活用について

18 堤　　　理　志 議員
① 生活環境について
② コロナ禍での文化活動の振興について

19 河　野　龍　二 議員
① 新型コロナウイルス対策について
② 災害対策について

10人 が 問う

一 般 質 問
質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策論議をするもので、議
員も執行側も十分な準備を必要とすることから、事前通告制です。
制限時間６０分の範囲内で、一問一答制をとっています。

一 般 質 問
の 記 事

質問した議員が実際のやりとりの範囲内で執筆したものです。
原稿は、原則として１０００文字以内に要約したもので、原文を尊重
して掲載しています。

会議録の閲覧
会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研修集会施設、高田地区
公民館、上長与地区公民館、長与町議会ホームページで閲覧できます。

会 議 の
中 継・ 配 信

本会議の模様を、YouTube でライブ配信・録画配信しています。ご自
宅のパソコンやタブレットなどからもご覧になれます。
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回答

２
、
現
在
、
長
与
南
小
の
通
学
区
域

で
あ
り
、
高
田
小
と
の
選
択
区
域
に

し
て
い
る
東
高
田
自
治
会
の
一
部
な

ら
び
に
西
高
田
自
治
会
の
一
部
を
高

田
小
の
通
学
区
域
と
す
る
。

３
、
長
与
中
の
通
学
区
域
は
長
与

小
と
長
与
北
小
の
通
学
区
域
。
長

与
第
二
中
の
通
学
区
域
は
洗
切
小

と
長
与
南
小
の
通
学
区
域
。
高
田

中
の
通
学
区
域
は
高
田
小
の
通
学

区
域
と
す
る
。
今
後
、
各
団
体
に

説
明
し
、
今
年
度
末
ま
で
に
教
育

委
員
会
で
決
定
し
た
い
。

■ 

議
員　
自
治
会
や
住
民
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
、
町
の
機
関
や
諸

団
体
に
加
入
参
加
し
て
い
る
の
か
。

■ 
町
長　

各
学
校
・
小
学
校
区

青
少
年
育
成
協
議
会
な
ど
の
機
関

団
体
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

が
通
う
学
校
、
各
小
学
校
区
青
少

年
育
成
協
議
会
に
所
属
す
る
こ
と

が
基
本
と
な
る
。
地
縁
団
体
で
あ

る
自
治
会
や
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
は
住

所
登
録
地
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
各
組
織
が
あ
る
学
校
区
の
自
治

会
が
基
本
と
な
る
。

■ 

議
員　

緑
ヶ
丘
自
治
会
や
住

民
は
長
与
小
学
校
区
の
機
関
や
諸

団
体
に
加
入
参
加
で
き
る
よ
う
移

行
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

■ 

教
育
長　

令
和
８
年
度
か
ら

学
校
選
択
制
を
廃
止
す
る
に
あ
た

り
、
緑
ヶ
丘
自
治
会
を
長
与
小
学

校
区
と
す
る
答
申
が
、
通
学
区
域

検
討
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
。
今

後
、自
治
会
な
ど
で
協
議
さ
れ
る
。

■ 

議
員　

学
校
選
択
制
の
そ
の

後
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

■ 

教
育
長　

８
月
に
開
催
し
た

通
学
区
域
検
討
委
員
会
で
次
の
３

点
が
答
申
さ
れ
た
。

１
、
緑
ヶ
丘
自
治
会
は
長
与
小
の

通
学
区
域
と
す
る
。

■ 

議
員　

令
和
元
年
５
月
に
大

津
市
で
悲
惨
な
交
通
事
故
が
発
生

し
た
。
私
は
役
場
前
の
交
差
点
の

安
全
策
を
提
言
し
た
が
、
ガ
ー
ド

ポ
ー
ル
を
早
急
に
設
置
す
べ
き
と

再
度
提
言
す
る
が
ど
う
か
。

■ 

町
長　
早
急
に
対
応
す
る
。

■ 

議
員　

ト
イ
レ
に
は
、
内
開

き
と
外
開
き
が
あ
る
。
マ
ス
ク
着

用
や
熱
中
症
な
ど
の
影
響
で
、
ト

イ
レ
内
で
意
識
不
明
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
内
開
き
で
は
、

発
見
や
救
助
が
困
難
を
要
す
る
。

改
修
、
改
善
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

■ 

町
長　

施
設
ご
と
に
配
置
や

規
模
が
違
う
の
で
検
証
し
た
い
。

■ 
議
員　
魅
力
あ
る
中
尾
城
公
園

に
す
る
た
め
吊
り
橋
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　
検
討
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

中
尾
城
公
園
の
ス
パ

イ
ラ
ル
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
再
開
す
る

の
か
。

■ 

町
長　

苦
渋
の
決
断
だ
が
断

念
す
る
。

■ 

議
員　
７
月
19
日
の
新
聞
で
は

断
念
し
た
場
合
で
も
ス
ラ
イ
ダ
ー

は
残
す
と
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、

撤
去
す
べ
き
で
あ
る
。
ど
う
か
。

■ 

町
長　

撤
去
す
る
時
期
は
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

■ 

議
員　
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
カ
ビ
や

ば
い
菌
が
心
配
で
あ
る
が
ど
う
か
。

■ 

町
長　
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

答 問
中
尾
城
公
園
に

吊
り
橋
を
併
設
せ
よ

検
討
し
て
い
く

答 問
役
場
前
の
交
差
点
の

安
全
対
策
を
急
げ

早
急
に
対
応
す
る

自
治
会
と
町
機
関

ス
ラ
イ
ダ
ー
は
断
念

緑ヶ丘を長与小校区に移行せよ

緑ヶ丘の校区を長与小に変更答申 この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。吉

よし

岡
おか

　清
きよ

彦
ひこ

 議員

「吊り橋」の併設を！

緑ヶ丘のみなさん 長与小校区へおいでヨ！
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消
毒
手
順
書
を
作
成
し
４
班
体
制

で
臨
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

感
染
影
響
に
よ
る
生

活
困
窮
者
対
策
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

■ 

町
長　

国
・
県
の
支
援
策
、

町
の
制
度
、
商
工
会
、
農
協
、
保

証
協
会
な
ど
と
連
携
し
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

■ 

議
員　

国
・
県
の
救
済
策
と

は
別
に
地
域
に
合
わ
せ
た
救
済
策

は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

９
月
以
降
県
の
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
よ
り
専
門
員
を
依
頼

し
、
職
員
で
対
応
で
き
な
い
相
談

に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

■ 
議
員　

教
育
現
場
で
の
感
染

防
止
策
の
指
導
は
万
全
か
。

■ 

教
育
長　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

５
月
に
策
定
し
、
国
の
指
導
に
よ

り
現
場
で
の
予
防
の
徹
底
に
努
め

て
い
る
。

■ 

議
員　

町
内
の
感
染
状
況
に

つ
い
て
の
正
確
な
情
報
お
よ
び
具

体
的
な
行
動
の
指
導
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

職
員
と
の
情
報
共
有

を
実
施
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
、
防
災
無
線
を
介
し
情
報
提
供

と
行
動
要
請
を
実
施
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

長
崎
医
療
圏
内
に
お

い
て
町
内
の
医
療
機
関
と
の
有
事

に
備
え
た
体
制
は
で
き
て
い
る
の

か
。

■ 

町
長　

本
町
の
医
療
機
関
の

役
割
は
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
目
的
で
あ
り
、
長
崎
医
療

圏
で
の
役
割
を
果
た
す
た
め
行
政

と
医
療
機
関
が
適
切
に
対
処
し
て

い
る
。

■ 

議
員　

町
内
で
の
感
染
者
病

床
の
確
保
と
整
備
状
況
は
ど
う

か
。

■ 

町
長　

町
内
で
は
受
け
入
れ

が
難
し
い
。
県
が
主
体
と
な
っ
て

整
備
し
て
い
る
。
要
請
に
は
積
極

的
に
携
わ
っ
て
い
く
。

■ 

議
員　

町
内
病
院
の
人
工
呼

吸
器
等
お
よ
び
公
共
施
設
の
消
毒

液
な
ど
対
策
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

国
・
県
・
医
師
会
が

連
携
し
各
医
療
機
関
に
提
供
す

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
ひ
っ
迫
し
た

状
況
に
な
い
。

■ 

議
員　

感
染
が
確
認
さ
れ
た

人
の
行
動
履
歴
、
消
毒
方
法
な
ど

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
で
き
て
い
る

の
か
。

■ 

町
長　

保
健
所
の
指
導
の
下
、

■ 

議
員　

町
内
業
者
に
対
し
、

公
共
工
事
の
前
倒
し
お
よ
び
備
品

な
ど
の
前
倒
し
購
入
は
で
き
な
い

の
か
。

■ 

町
長　

今
年
８
月
現
在
落
札

額
は
２
億
３
２
６
４
万
円
で
高
い

受
注
率
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

早
期
発
注
に
努
め
、
所
管
に
対
し

て
も
前
倒
し
発
注
お
よ
び
購
入
を

促
す
。

■ 

議
員　

図
書
館
建
設
構
想
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

令
和
８
年
度
を
目
標

に
更
新
を
想
定
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

緊
急
備
蓄
基
地
、
緊

急
避
難
所
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
等
複
合
施
設
に
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

■ 

町
長　

老
朽
化
し
た
施
設
の

複
合
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
財

政
面
も
含
め
検
討
を
し
て
い
る
。

■ 
議
員　

役
場
と
複
合
施
設
を

結
ぶ
動
線
は
ど
う
か
。
ま
た
、
架

橋
構
想
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

■ 

町
長　

バ
ス
停
の
新
設
な
ど

で
住
民
の
利
便
性
を
図
る
。

■ 

都
市
計
画
課
長　

架
橋
の
構

想
は
な
い
が
貴
重
な
意
見
の
一
つ

と
し
て
今
後
研
究
す
る
。

答 問
進
ん
で
い
る
の
か

図
書
館
建
設
構
想

８
年
度
を
目
標

複
合
施
設
も
検
討
中

有事に備えた医療機関との体制は

行政と医療機関が適切に対応
竹
たけなか

中　 悟
さとる

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。
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■ 

議
員　
日
用
品
の
格
安
販
売
・

配
布
の
名
目
で
高
齢
者
を
密
室
状

態
の
店
舗
・
会
場
に
集
め
て
健
康

に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
な
ど
で
盛
り

上
げ
楽
し
ま
せ
、
最
終
的
に
は
高

額
な
健
康
食
品
・
健
康
器
具
を
売

り
つ
け
る
催
眠
商
法
と
思
わ
れ
る

業
者
が
町
内
で
度
々
見
受
け
ら
れ

る
が
、
把
握
し
て
い
る
か
。

■ 
町
長　

過
去
５
年
で
１
件
の

相
談
が
あ
っ
た
。

■ 

議
員　

町
民
の
安
心
安
全
を

維
持
し
財
産
を
守
る
た
め
、
催
眠

商
法
を
規
制
す
る
本
町
独
自
の
消

費
生
活
条
例
を
定
め
て
は
ど
う

か
。

■ 

町
長　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の

開
設
を
伴
う
の
で
条
例
制
定
は
難

し
い
が
、
本
町
に
は
危
機
管
理
専

門
員
が
お
り
、
相
談
・
苦
情
の
受

付
と
処
理
な
ど
迅
速
に
対
応
し
て

い
る
。

■ 

議
員　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

悪
質
商
法
な
ど
へ
の
注
意
喚
起
が

な
い
。
も
っ
と
注
意
喚
起
・
情
報

提
供
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

広
報
な
が
よ
に
消
費

者
注
意
報
と
し
て
事
例
を
交
え
た

注
意
喚
起
を
毎
月
掲
載
し
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
に
即
時
性
の
あ

る
情
報
掲
載
を
考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

警
察
が
悪
質
業
者
か

ら
押
収
し
た
名
簿
を
共
有
で
き
、

名
簿
に
載
っ
て
い
る
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
要
配
慮
消
費
者
を
民

生
委
員
や
行
政
、
事
業
者
な
ど
で

協
力
し
て
見
守
る
消
費
者
安
全
確

保
地
域
連
絡
協
議
会
の
設
置
を
国

が
進
め
て
い
る
が
、
本
町
は
設
置

を
検
討
し
て
い
る
か
。

■ 

地
域
安
全
課
長　

政
令
指
定

都
市
・
中
核
市
へ
の
設
置
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
本
町
で
検
討
し
た

経
緯
は
な
い
。
今
後
は
そ
の
他
の

市
町
も
対
象
と
な
る
と
予
測
さ
れ

る
の
で
、
そ
う
な
れ
ば
検
討
し
て

い
く
。

■ 

議
員　

本
町
は
男
女
共
同
参

画
の
観
点
か
ら
女
性
職
員
登
用
の

促
進
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
今
年

度
新
規
採
用
職
員
は
男
性
が
６
人

で
女
性
は
１
人
し
か
い
な
い
。
こ

の
結
果
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

■ 

町
長　

適
正
な
競
争
試
験
を

実
施
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、

保
健
師
と
し
て
女
性
２
人
を
昨
年

10
月
よ
り
採
用
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

そ
う
す
る
と
男
性
６

人
・
女
性
３
人
に
な
る
が
そ
れ
で

も
均
等
で
は
な
い
。
女
性
活
躍
推

進
法
の
観
点
か
ら
も
女
性
の
応
募

を
増
や
す
工
夫
を
す
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

■ 

総
務
課
長　

本
町
と
し
て
も

こ
の
ま
ま
で
い
い
と
は
考
え
て
い

な
い
の
で
、
女
性
の
応
募
が
増
え

る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
町
に
な
る

よ
う
研
究
し
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

性
別
・
写
真
欄
を
廃

止
し
た
履
歴
書
が
一
般
化
す
る
と

思
わ
れ
る
中
、
本
町
で
は
本
人
確

認
な
ど
に
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
が
応
募
し
て
き
た

場
合
も
一
切
の
差
別
・
区
別
な
く

公
平
に
審
査
さ
れ
る
か
。

■ 

課
長　

採
用
担
当
者
に
説
明

会
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
現
在
も

今
後
も
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
限
ら
ず
一

切
の
差
別
は
な
い
。

答 問
本
年
度
新
規
職
員
の

男
女
差
の
理
由
は

適
正
な
競
争
試
験
の

結
果
で
あ
る

高齢者を催眠商法から守る条例を

本町独自での条例制定は難しい
八
や

木
ぎ

　亮
りょうぞう

三 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

怪しげな集まりには近づかないのが一番。
もし、つい契約してしまいお困りなら行政にご相談を。
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政
や
防
災
に
関
す
る
情
報
を
網
羅

し
て
い
る
。
閲
覧
件
数
は
、
４
月

か
ら
７
月
に
掛
け
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
連
で
倍
増

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

■ 

議
員　

第
９
次
総
合
計
画
の

施
策
５
の
中
で
「
町
民
目
線
で
親

し
み
や
す
い
行
政
情
報
の
発
信
に

努
め
る
」
と
あ
る
が
、
例
え
ば
広

報
紙
で
は
し
っ
か
り
読
ん
で
も
ら

う
た
め
の
工
夫
・
検
証
は
行
っ
て

い
る
か
。

■ 

課
長　

町
民
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
・
要
望
を
踏
ま
え
文
字

数
や
ペ
ー
ジ
数
の
変
更
な
ど
「
読

み
や
す
い
・
伝
わ
る
広
報
紙
」
を

■ 

議
員　

広
報
紙
は
、
自
治
会

加
入
者
・
未
加
入
者
に
関
係
な
く

少
し
で
も
多
く
の
町
民
へ
提
供
す

べ
き
こ
と
を
鑑
み
、
公
共
施
設
な

ど
の
ほ
か
に
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
誰
で
も
立
ち
寄
る
頻
度

の
高
い
場
所
へ
設
置
を
拡
大
す
る

考
え
は
な
い
か
。

■ 
秘
書
広
報
課
長　

今
年
度
、

一
部
の
ス
ー
パ
ー
や
大
学
生
協
へ

設
置
を
お
願
い
し
た
。
今
後
も
さ

ら
に
拡
大
設
置
に
努
め
る
。

■ 

議
員　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内

容
や
閲
覧
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

■ 

課
長　

子
育
て
、
教
育
、
行

目
指
し
て
紙
面
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。

■ 

議
員　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

発
信
さ
れ
る
中
で
受
け
側
で
あ
る

住
民
が
欲
し
い
情
報
と
町
が
発
信

し
て
い
る
情
報
に
食
い
違
い
は
な

い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

■ 

町
長　

各
種
情
報
の
受
信
は
、

受
け
側
の
年
代
や
生
活
ス
タ
イ
ル

に
よ
り
必
要
な
情
報
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
に

着
手
し
て
お
り
、
住
民
が
必
要
と

す
る
情
報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

正
確
に
伝
え
る
よ
う
検
討
す
る
。

■ 

議
員　

自
治
会
役
員
の
な
り

手
不
足
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

■ 

地
域
安
全
課
長　

自
治
会
は
、

ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
を
通
し
て
最

も
身
近
な
住
民
組
織
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
地
域
を
構
成
す
る
多
様
な

な
り
手
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

な
り
手
不
足
に
つ
い
て
は
認
識
し

て
お
り
、
町
と
し
て
も
広
報
活
動

や
研
修
会
を
通
し
て
年
代
・
性
別

が
異
な
る
団
体
な
ど
に
協
力
を
依

頼
し
支
援
に
努
め
る
。

■ 

議
員　

民
生
・
児
童
委
員
が

現
在
８
人
の
欠
員
と
な
っ
て
い
る

が
ど
の
よ
う
な
対
処
を
考
え
て
い

る
か
。

■ 

福
祉
課
長　

な
り
手
不
足
が

近
年
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
自

治
会
を
通
じ
て
推
薦
の
依
頼
を

行
っ
て
い
る
が
諸
事
情
に
よ
り
難

し
い
状
況
に
あ
る
。
引
き
続
き
自

治
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら

人
材
確
保
に
努
め
る
。

答 問
役
員
の
人
材
育
成
に

つ
い
て
の
考
え
は

各
団
体
に
協
力
依
頼
し

支
援
に
努
め
る

少しでも多くの住民へ情報提供する工夫を…

情報発信は十分に伝わっているか

より効果的な情報発信に心掛ける
西
にし

田
だ

　 健
たけし

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

地域の安全に欠かせないボランティア活動



2020年（令和２年）９月定例会　ながよ町議会だより　No.175 14

回答

と
判
断
し
た
。
長
与
南
小
学
校
体

育
館
の
代
わ
り
に
、
長
与
第
二
中

学
校
体
育
館
を
避
難
所
と
し
て
開

設
す
る
。

■ 

議
員　

雨
漏
り
に
よ
っ
て
建

物
の
劣
化
が
加
速
す
る
。
ま
た
、

児
童
の
体
育
の
授
業
へ
の
影
響

や
、
卒
業
式
や
入
学
式
な
ど
の
大

切
な
行
事
で
の
雨
漏
り
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
直
ち
に
調
査
を
行
い
対

策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■ 

教
育
総
務
課
長　

想
定
外
の

強
風
・
大
雨
時
に
は
雨
漏
り
が
確

認
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
授
業
は

問
題
な
く
行
え
て
い
る
。
町
内
の

他
の
劣
化
し
た
施
設
も
あ
る
た

め
、
優
先
順
位
を
考
え
て
、
大
規

模
改
修
工
事
の
検
討
を
行
う
。

■ 

議
員　
現
在
の
図
書
館
は
築
62

年
と
耐
用
年
数
が
心
配
さ
れ
る
が
、

維
持
・
管
理
は
適
切
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
あ
と
何
年
使

用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

平
成
29
年
度
に
実
施

し
た
劣
化
状
況
調
査
で
は
、
部
分

的
に
劣
化
な
ど
が
み
ら
れ
る
も
の

の
、
安
全
上
・
機
能
上
の
問
題
は

な
か
っ
た
。
図
書
館
に
つ
い
て
は

令
和
８
年
度
を
目
標
に
更
新
を
行

う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。ま
た
、

本
町
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
は
目
標
使
用
年
数
を
65
年
と
し

て
い
る
が
、
す
ぐ
に
使
え
な
く
な

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

■ 

議
員　

耐
震
の
面
か
ら
も
現

在
の
図
書
館
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
。
町
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
も
可
能
な
限
り
早
期
実
現
が
望

ま
し
い
が
ど
う
か
。

■ 

政
策
企
画
課
長　

さ
ま
ざ
ま

な
問
題
や
可
能
性
を
研
究
し
、
令

和
８
年
度
の
更
新
を
目
標
と
す
る
。

■ 

議
員　

10
代
20
代
の
利
用
者

数
、
貸
出
数
が
少
な
い
。
電
子
図

書
館
の
導
入
が
有
効
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

■ 

教
育
長　

大
変
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。
誰
も
が
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
図
書
館
が
利
用
で
き

る
電
子
図
書
館
は
、
前
向
き
に
研

究
・
検
討
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

電
子
図
書
館
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
、
操
作
の
知

識
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
＆
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
と

関
連
付
け
る
な
ど
、
利
用
を
促
す

よ
う
な
活
動
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
ど
う
か
。

■ 

生
涯
学
習
課
長　

幅
広
く
利

用
を
促
す
た
め
に
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
＆
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
や
い

ろ
い
ろ
な
講
座
、
場
所
で
電
子
図

書
館
の
利
用
方
法
を
広
め
て
い

く
。

■ 

議
員　

今
年
７
月
の
大
雨
特

別
警
戒
に
お
い
て
、
長
与
南
小
学

校
体
育
館
が
避
難
所
と
し
て
開
設

さ
れ
た
が
、
雨
漏
り
が
ひ
ど
い
状

況
で
あ
っ
た
。
避
難
所
と
し
て
の

使
用
は
適
切
で
は
な
い
と
思
う
が

ど
う
か
。

■ 
教
育
長　

今
回
の
雨
漏
り
が

発
生
し
た
後
、
現
地
を
確
認
し
、

避
難
所
と
し
て
使
用
は
で
き
な
い

答 問
南
小
学
校
体
育
館

雨
漏
り
補
修
は

他
の
施
設
と
の

優
先
順
位
を
検
討
す
る

早期実現を望む 新図書館建設

令和８年度を目標とする
松
まつばやし

林　 敏
さとし

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

雨漏りに大量のバケツで対応（長与南小体育館）

電
子
図
書
館
導
入
は

耐震に不安が残る　新図書館早期完成を望む
（町立図書館）
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■ 

議
員　

本
町
内
の
道
路
交
差

点
で
何
箇
所
か
慢
性
的
な
渋
滞
が

見
ら
れ
る
。
改
善
に
向
け
て
質
問

す
る
。
最
初
に
高
田
越
交
差
点
の

渋
滞
緩
和
に
向
け
て
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

主
な
要
因
は
国
道

２
０
６
号
線
の
渋
滞
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
根
本
的
な
解
消

は
、
現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
西
彼
杵
道
路
、
長
崎
南
北
幹
線

道
路
の
未
整
備
区
間
の
早
期
完
成

だ
が
、
当
面
は
県
道
33
号
線
と

２
０
６
号
線
の
信
号
タ
イ
ミ
ン
グ

変
更
な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。

き
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

道
路
管
理

者
で
あ
る
県
に
重
ね
て
要
望
し
て

い
く
。

■ 

議
員　

榎
の
鼻
交
差
点
に
つ

い
て
も
Ｊ
Ｒ
ガ
ー
ド
を
抜
け
て
本

川
内
方
向
へ
進
む
と
、
対
向
車
線

は
よ
く
渋
滞
が
起
き
て
お
り
改
善

が
見
ら
れ
な
い
。
早
急
に
改
善
が

必
要
で
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

当
該
交
差
点
も
、
県

に
改
善
を
要
望
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

旧
道
の
尾
道
路
は
通

学
路
で
あ
り
、
朝
夕
子
ど
も
た
ち

が
利
用
す
る
が
、
朝
の
通
勤
時
に

抜
け
道
と
し
て
多
数
の
車
が
通
過

す
る
。
保
護
者
か
ら
、
危
険
性
を

問
題
視
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
改
善
策
の
一
つ
と

し
て
、
道
路
上
の
白
線
内
側
に
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
塗
料
を
塗
っ
て

は
ど
う
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

面
積
が
広

い
の
で
、
す
ぐ
に
は
実
行
で
き
な

い
が
、
塗
装
す
る
方
向
で
計
画
し

た
い
。

■ 

議
員　

自
然
災
害
が
襲
来
す

る
時
期
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避

難
所
運
営
は
気
を
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
る
。
ど
の
よ
う

な
運
営
を
す
る
考
え
か
。

■ 

町
長　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難

所
運
営
で
は
、
新
た
に
保
健
師
を

動
員
し
、
問
診
や
各
避
難
所
の
問

い
合
せ
に
対
応
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
備

蓄
品
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
可
能
だ

が
、
本
町
の
計
画
は
ど
う
か
。

■ 

地
域
安
全
課
長　

今
回
の
補

正
予
算
で
、
備
蓄
品
や
、
避
難
所

運
営
に
対
し
、計
上
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
災
害
時
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
時
津
町
の
段
ボ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
か
ら
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
な
ど
の
提
供
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

■ 

議
員　

道
の
尾
交
差
点
の
渋

滞
改
善
は
ど
う
考
え
る
か
。

■ 

町
長　

交
差
点
内
に
車
が
滞

留
し
、
直
進
車
が
通
過
で
き
な
い

た
め
渋
滞
が
起
こ
る
。
対
応
と
し

て
は
車
道
拡
幅
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
当
該
交
差
点
は
、
県
道

33
号
線
上
で
あ
り
、
管
理
者
で
あ

る
県
に
改
善
要
望
を
行
っ
て
い

く
。

■ 

議
員　

道
の
尾
交
差
点
は
、

県
道
上
に
架
か
る
橋
の
上
に
も
う

１
車
線
作
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

も
う
１
車
線
分
の
確
保
は
十
分
で

答 問
避
難
所
対
策
は

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

で
準
備
す
る

どうする渋滞

信号タイミングで対応 県に要望も
西
にし

岡
おか

　克
かつ

之
ゆき

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

一日中渋滞している高田越交差点
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べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■ 

町
長　

公
園
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
訪
れ
た
人
を
観
光
客
と
し

て
、
消
費
額
も
県
と
協
議
し
て
求

め
て
い
る
。
総
合
計
画
に
載
せ
る

こ
と
も
問
題
な
い
と
思
う
。

■ 

議
員　
数
字
は
正
確
な
の
か
。

■ 

課
長　

お
お
よ
そ
合
っ
て
い

る
と
思
う
。

■ 

議
員　

現
状
の
人
口
減
少
の

状
況
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。

■ 

町
長　

人
口
減
少
は
町
づ
く

り
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
移
住
・
定
住

施
策
の
展
開
や
、
出
生
率
向
上
の

た
め
の
取
組
な
ど
で
抑
制
に
努
め

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
長

与
の
運
営
に
係
る
両
町
の
運
営
費

の
負
担
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

■ 

町
長　

均
等
割
30
％
、
各
町

か
ら
排
出
さ
れ
持
ち
込
ま
れ
た
一

般
廃
棄
物
の
量
を
基
に
し
た
実
績

割
70
％
に
よ
り
割
合
を
決
定
し
て

い
る
。

■ 

議
員　

負
担
割
合
と
搬
入
量

の
関
連
性
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

２
町
間
で
の
ご
み
の

量
の
比
率
が
負
担
金
に
大
き
く
反

映
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

■ 

議
員　

防
災
無
線
の
難
聴
地

域
に
お
い
て
、
放
送
が
聞
こ
え
な

い
、
聞
き
づ
ら
い
な
ど
の
声
を
聞

く
が
災
害
が
多
発
す
る
気
象
状
況

下
に
お
い
て
、
避
難
活
動
な
ど
に

支
障
が
あ
る
と
思
う
が
町
の
対
策

は
何
か
。

■ 

町
長　

町
内
放
送
を
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
で
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
。
従
来
か
ら

の
メ
ー
ル
配
信
の
登
録
と
併
せ

て
、
広
報
紙
な
ど
に
掲
載
、
自
治

会
等
関
係
団
体
会
議
時
に
も
周
知

を
し
、
６
月
に
は
自
治
会
全
世
帯

配
布
に
て
、「
町
内
放
送
の
内
容

が
確
認
で
き
ま
す
」
と
記
載
し
た

シ
ー
ル
で
周
知
を
行
っ
た
。
高
齢

者
な
ど
で
対
応
が
難
し
い
世
帯
に

は
個
別
受
信
機
を
貸
与
し
て
い

る
。

■ 

議
員　

現
状
の
観
光
客
数
と
、

一
人
当
た
り
の
観
光
消
費
額
と
そ

の
総
額
を
伺
う
。

■ 

町
長　

昨
年
一
年
間
で
８
万

４
１
５
９
人
、
２
６
５
０
円
の
総

額
２
億
２
３
０
０
万
円
。

■ 

議
員　

町
内
の
ど
こ
を
訪
れ

た
人
を
観
光
客
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
る
の
か
。ま
た
、何
に
使
っ

た
分
を
消
費
額
と
し
て
い
る
の

か
。

■ 

産
業
振
興
課
長　

中
尾
城
公

園
の
入
場
客
数
と
潮
井
崎
公
園
の

利
用
者
数
、
体
験
ペ
ー
ロ
ン
の
参

加
者
数
、
長
与
川
ま
つ
り
来
場
者

数
を
合
計
し
た
も
の
だ
。
消
費
額

は
交
通
費
と
飲
食
代
、
土
産
代
で

ま
と
め
て
い
る
。

■ 

議
員　

体
験
ペ
ー
ロ
ン
の
参

加
者
は
予
約
で
対
応
し
て
い
る
の

で
正
し
い
数
値
と
思
う
が
、
あ
と

は
内
容
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
本

当
に
観
光
客
か
疑
問
に
感
じ
る
。

消
費
額
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
町

内
の
住
民
の
消
費
で
は
な
い
か
と

思
う
。
そ
の
よ
う
な
数
値
を
町
の

最
上
位
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
に

載
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。し
か
し
、

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
や
る

答 問
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の

運
営
費
負
担
は

２
町
の
ご
み
量
の

比
率
が
反
映
さ
れ
る

答 問
防
災
無
線
の

難
聴
地
域
対
策
は

電
話
、
メ
ー
ル
で

確
認
可
能
な
対
応

人口減少の状況をどう評価するか

出生率向上の取組等抑制に努める
浦
うら

川
かわ

　圭
けい

一
いち

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

町内放送
電話やメールでも確認できます



No.175　ながよ町議会だより　2020年（令和２年）９月定例会17

回答

マ
ス
ク
着
用
、
避
難
所
で
の
過
ご

し
方
に
つ
い
て
の
お
願
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
避
難
所
の
環
境
改
善
は
、

利
用
エ
リ
ア
の
改
善
と
し
て
、
最

初
に
開
設
す
る
町
役
場
、
上
長
与

公
民
館
、
南
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
北
部
多
目
的

研
修
集
会
施
設
の
５
カ
所
の
避
難

所
に
お
い
て
避
難
者
生
活
ス
ペ
ー

ス
と
隔
離
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
確
保

し
て
い
る
。

■ 

議
員　

長
与
川
の
水
害
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

県
は
今
年
、
長
与
川

■ 

議
員　

避
難
所
は
感
染
症
対

策
と
避
難
生
活
の
環
境
改
善
が
課

題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

■ 

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
を
踏
ま
え
た
避
難
所

運
営
は
、
新
た
に
災
害
警
戒
本
部

設
置
時
に
特
別
動
員
と
し
て
、
保

健
師
を
増
員
す
る
こ
と
に
し
た
。

避
難
者
の
問
診
や
各
避
難
所
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
専
門
的
知

識
を
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

て
い
る
。
避
難
者
入
所
時
の
対
策

強
化
と
し
て
は
、受
付
時
の
検
温
・

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
、

を
水
位
情
報
周
知
河
川
に
指
定

し
、
浸
水
想
定
区
域
お
よ
び
想
定

さ
れ
る
水
深
を
表
示
す
る
長
与
川

水
系
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
作

成
し
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

活
用
す
る
こ
と
で
本
町
の
水
害
避

難
の
対
策
と
し
て
い
る
。
本
町
で

は
現
在
、
県
の
デ
ー
タ
を
取
り
込

ん
だ
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
中
で
あ
る
。

■ 

議
員　

政
府
は
、
今
年
５
月

に
国
や
自
治
体
が
実
施
す
る
災
害

対
策
を
示
し
た
防
災
基
本
計
画
を

改
定
し
、
各
自
治
体
が
作
る
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
促
し
て
い

る
。本
町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

■ 

町
長　

今
回
の
修
正
は
、
避

難
勧
告
の
廃
止
な
ど
修
正
事
項
が

多
い
こ
と
に
よ
り
、
関
連
項
目
の

大
規
模
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
来
年
度
の
防
災

会
議
に
諮
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。

■ 

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
の
利
活
用
の
将
来
構
想
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を

持
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
長
与

町
第
10
次
総
合
計
画
と
の
関
連
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

国
の
第
２
期
総
合
戦

略
に
お
け
る
新
た
な
視
点
と
し

て
、
医
療
、
教
育
、
交
通
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
活
用
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
人
材

な
ど
の
専
門
技
術
を
持
っ
た
人
材

の
育
成
・
確
保
な
ど
を
掲
げ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
に
起
因
す
る
課

題
な
ど
を
解
決
す
る
も
の
と
し

て
、
あ
る
い
は
、
本
町
に
お
け
る

新
た
な
産
業
の
芽
と
な
る
可
能
性

も
踏
ま
え
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

未
来
技
術
の
活
用
に
努
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
第
10
次
総
合
計
画

の
策
定
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

こ
と
を
念
頭
に
、
地
域
情
報
化
に

向
け
た
取
組
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答 問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の

将
来
構
想
の
見
解
は

少
子
高
齢
化
等
の

課
題
解
決
に
活
用

避難所の感染症対策や環境改善は

保健師の増員等の改善を実施する
内
うちむら

村　博
ひろのり

法 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

現在、長与川の洪水ハザードマップを作成中
（長与川の長与駅前水位観測所）
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■ 

町
長　

住
環
境
に
お
け
る
猫

に
つ
い
て
は
、
動
物
愛
護
法
で
保

護
さ
れ
て
お
り
、
町
は
捕
獲
や
処

分
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
町

と
し
て
は
、
県
、
県
獣
医
師
会
と

共
に
、
地
域
猫
や
野
良
猫
に
対
す

る
不
妊
・
去
勢
手
術
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、

適
正
飼
育
や
野
良
猫
へ
の
対
処
法

な
ど
を
周
知
し
て
き
た
。
指
摘
が

あ
っ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
野
良

猫
が
増
加
し
て
い
る
原
因
や
問
題

点
を
把
握
す
る
た
め
、現
地
調
査
、

確
認
を
行
い
、
そ
の
要
因
に
応
じ

た
対
策
を
講
じ
て
い
く
。今
後
も
、

住
民
と
動
物
が
共
に
幸
せ
で
心
地

よ
い
社
会
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。

■ 

議
員　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

住
民
の
文
化
活
動
、
芸
術
観
賞

に
支
障
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
文
化
を
享
受
す
る
側
だ
け
で

な
く
、
発
信
す
る
側
や
、
芸
術
家

の
育
成
に
も
困
難
を
来
す
事
態
に

至
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
収
束
ま
で

の
間
、
さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
終
息
後

の
文
化
活
動
の
あ
り
方
も
考
え
、

可
能
な
対
策
や
、
役
割
を
発
揮
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■ 

教
育
長　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

予
定
し
て
い
た
催
し
が
中
止
に
な

る
な
ど
の
支
障
が
出
て
い
る
。
町

民
文
化
祭
は
感
染
防
止
策
を
講
じ

な
が
ら
実
施
で
き
な
い
か
協
議
し

て
い
る
が
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ

て
は
規
模
縮
小
や
中
止
も
含
め
た

検
討
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

現
在
、
情
報
通
信
技

術
が
発
達
し
、
高
画
質
・
高
音
質

の
も
の
を
大
容
量
で
発
信
で
き
る

環
境
も
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
活

用
し
、
文
化
の
発
表
の
場
や
、
観

賞
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
な
い
か
。

■ 

教
育
長　

有
効
な
手
段
の
一

つ
と
感
じ
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
、人
員
確
保
、

演
者
の
承
諾
な
ど
、
ク
リ
ア
す
べ

き
課
題
も
数
多
く
あ
る
の
で
、
模

索
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た

い
。
今
後
も
、
地
域
の
活
性
化
と

文
化
の
振
興
を
後
退
さ
せ
な
い
た

め
、
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
と
、
あ
ら

ゆ
る
文
化
作
品
な
ど
を
鑑
賞
で
き

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
努

め
、
町
民
の
文
化
活
動
の
充
実
と

文
化
振
興
を
図
り
た
い
。

■ 

議
員　

令
和
元
年
６
月
議
会

で
、
野
良
猫
に
よ
る
住
環
境
悪
化

問
題
を
取
り
上
げ
た
が
、
ま
た
最

近
、
同
様
の
被
害
が
出
て
困
っ
て

い
る
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
地
域
猫
活
動
が
効
果
を
上
げ
て

い
る
」
と
の
回
答
が
前
回
あ
っ
た

が
、
地
域
猫
活
動
と
同
地
域
で
野

良
猫
が
繁
殖
し
て
い
る
実
態
が
あ

り
、
地
域
も
手
を
焼
い
て
い
る
。

野
良
猫
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
支

援
が
検
討
で
き
な
い
か
。

野良猫が増え住民は困惑

現地を調査し対策を講じる
　堤
つつみ

　　理
さと

志
し

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

答 問
情
報
通
信
技
術
で

文
化
の
振
興
を

文
化
の
振
興
を

後
退
さ
せ
な
い

対策しないと糞害で住みにくい町に
（写真は他自治体）
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自
で
行
う
考
え
は
な
い
。

■ 

議
員　

町
民
や
生
活
困
窮
者

に
新
た
な
給
付
金
制
度
の
考
え
は

な
い
か
。

■ 

町
長　

現
状
の
各
種
制
度
の

活
用
で
支
援
が
で
き
る
と
考
え

る
。
し
か
し
状
況
が
著
し
く
変
化

し
支
援
策
が
必
要
と
な
れ
ば
検
討

し
た
い
。
新
た
な
給
付
金
制
度
と

し
て
は
、
乳
児
の
た
め
の
臨
時
特

別
給
付
金
を
補
正
予
算
に
計
上
し

て
い
る
。

■ 

議
員　

国
は
、
地
方
自
治
体

が
行
う
対
策
に
財
政
面
で
も
支
援

す
る
と
し
て
大
型
の
補
正
予
算
が

施
行
さ
れ
た
。
町
独
自
の
支
援
策

も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 
福
祉
課
長　

国
の
支
援
策
の

期
限
が
切
れ
る
制
度
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
食
料
や
生
活
物
資
の
支
援

制
度
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。

■ 

議
員　

中
小
零
細
企
業
へ
の

新
た
な
支
援
策
の
検
討
は
あ
る
の

か
。

■ 

町
長　

支
援
対
象
へ
の
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
追
加
と
、
電
子
マ

ネ
ー
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

活
用
し
た
消
費
喚
起
の
対
策
が
で

■ 

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
、当
初
よ
り
感
染
者
が
増
え
、

ク
ラ
ス
タ
ー
も
発
生
し
た
。
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
な
ど
の
対
応
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

県
全
体
で
検
査
可
能

数
を
拡
大
す
る
予
定
で
あ
り
、
防

疫
対
策
へ
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

■ 

議
員　

か
か
り
つ
け
医
に
よ

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
可
能
と
報
道
さ

れ
た
。
現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

■ 

健
康
保
険
課
長　

検
査
は
可

能
と
な
っ
た
が
、
検
査
医
療
機
関

な
ど
は
非
公
表
と
な
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

本
町
に
も
検
査
可
能

の
医
療
機
関
が
あ
る
の
か
。

■ 

課
長　

医
師
会
に
連
絡
し
た

が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

■ 

議
員　
医
療
従
事
者
や
学
校
・

保
育
所
な
ど
多
く
の
人
と
接
触
す

る
人
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
、
町
の
財

政
支
援
も
含
め
検
討
で
き
な
い

か
。

■ 

課
長　

感
度
が
高
い
検
査
が

望
ま
し
く
、
県
医
療
圏
の
体
制
拡

充
と
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
で
行

う
こ
と
が
必
要
と
思
う
。
本
町
独

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

一
人
暮
ら
し
の
大
学

生
な
ど
に
対
す
る
支
援
策
の
考
え

は
な
い
か
。

■ 

教
育
長　

現
状
は
授
業
料
な

ど
の
免
除
や
、
貸
与
型
奨
学
金
な

ど
の
制
度
を
活
用
で
き
る
支
援
策

が
あ
る
。

■ 

議
員　

全
国
で
は
自
治
体
独

自
の
支
援
策
が
あ
る
。
検
討
で
き

な
い
か
。

■ 

福
祉
課
長　

検
討
中
の
食
料

や
生
活
物
資
の
支
援
も
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

■ 

議
員　

７
月
豪
雨
で
は
長
与

川
や
高
田
川
も
激
流
と
な
っ
た
。

河
川
の
浚
渫
や
雑
木
の
伐
採
が
必

要
で
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

県
管
理
の
２
級
河
川

の
た
め
、
県
に
要
望
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

■ 

議
員　

高
田
川
は
蛍
が
生
息

し
て
い
る
。
伐
採
に
は
配
慮
が
必

要
で
は
な
い
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

要
望
の
際

に
配
慮
す
る
よ
う
伝
え
る
。

ＰＣＲ検査は受けられるのか

検査数拡大に期待を寄せている
河
かわ

野
の

　龍
たつ

二
じ

 議員

この QR コードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

答 問
洪
水
対
策
で
河
川
の

浚し
ゅ
ん
せ
つ

渫
を

県
管
理
の
河
川
は

要
望
し
て
い
く

雑木の伐採が必要では？（高田川）
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高田南土地区画整理事業
　急速な都市化に伴い、昭和 50 年ごろ高田地区では計画
的な都市開発が必要となっていました。長崎市の区域との
一体的な開発が計画されていたことから長崎県に事業を
委託し、昭和 58 年度に高田南土地区画整理事業が始まり
ました。計画から 37 年が経ち、令和２年３月に民間資金・

技術などを活用したＰＦＩ手法を導入し残工事の一括施
工で完成を目指すことになりました。そして、本事業のめ
どが立った時点で新図書館建設の検討をしていくという
答弁がありました。今後の事業の流れを注視するとともに
新図書館早期完成に期待したいと思います。

事業計画（当初）

施行期間：昭和 58 年度から平成４年度

総事業費：111 億 5600 万円

第 13 回変更時の内容（平成 30 年度）

施行期間：令和 12 年度まで

総事業費：316 億 3600 万円

PFI を準用した一括施工の発注

施行期間：令和２年度から６年度

事業費：約 49 億円

　国・県補助金　17 億円

　保留地処分金　13 億円

　町負担　　　　19 億円

高田越交差点から望む　高田越中央線　高田越トンネル

集特

昭
和
61
年
議
会　
「
地
形
的
に
高
低
差
が
あ
り
、
膨
大
な
費
用
が
掛
か
る
の
で
は
な
い
か
」

　
　
　
　
　
　
　
「
残
土
処
分
の
考
え
方
は
」「
事
業
は
期
間
内
に
完
了
す
る
の
か
」

　
　
　
　
　
　
　
「
残
土
量
を
減
ら
し
、
事
業
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
設
計
・
検
討
を
進
め
て
い
る
」

平
成
３
年
議
会　
「
施
行
期
間
の
半
分
以
上
が
経
過
し
た
が
、
事
業
の
進
捗
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
」

　
　
　
　
　
　
　
「
事
業
費
割
合
で
13
・
７
％
」

平
成
７
年
度　
事
業
計
画　
第
５
回
変
更　
施
行
期
間　
平
成
10
年
度
ま
で　
事
業
費
：
約
２
１
８
億
円

　
　
　
　
　
　
事
業
進
捗
の
遅
れ
に
よ
り
段
階
的
に
「
施
行
期
間
の
延
長
」
と
「
事
業
費
の
増
加
」
を
行
う

平
成
14
年
度　
事
業
計
画　
第
８
回
変
更　
施
行
期
間　
平
成
20
年
度
ま
で　
事
業
費
：
約
２
３
９
億
円

　
　
　
　
　
　
早
期
完
成
に
向
け
「
道
ノ
尾
駅
前
地
区
」「
高
田
越
中
央
線
南
側
」
な
ど
造
成
計
画
見
直
し

平
成
５
年
～
13
年　
ま
な
び
野　
民
間
団
地
開
発
（
後
川
内
土
地
区
画
整
理
事
業
）

平
成
17
年
度　
高
田
越
ト
ン
ネ
ル
開
通

昭
和
62
年
度　
本
工
事
開
始

昭
和
60
年
度　
事
業
計
画
決
定

昭
和
58
年
度　
都
市
計
画
決
定

平
成
23
年
～
30
年　
ヴ
ュ
ー
テ
ラ
ス
北
陽
台

　
　
　
　
　
　
　
　
民
間
団
地
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
（
榎
の
鼻
土
地
区
画
整
理
事
業
）
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めどは立ったか　移ろいゆく

住民の憩いの場　さくら野公園

ＰＦＩによる施工箇所

高田小学校線に架けられたループ橋

平
成
25
年
度　
県
公
共
事
業
評
価
監
視
委
員
会
に
お
け
る
審
議

「
単
年
度
予
算
（
工
期
）
で
あ
る
た
め
、
工
事
の
施
工
効
率
が
低
い
。

そ
の
原
則
に
と
ら
わ
れ
ず
短
期
間
に
多
額
の
資
金
を
投
入
し
工
事
の

進
捗
を
検
討
す
べ
き
」

平
成
28
年
議
会　
「
工
事
短
縮
と
事
業
費
削
減
を
図
る
た
め
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
活
用

で
き
な
い
か
」

「
検
討
を
行
っ
て
い
る
」

平
成
30
年
度　
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
準
用
し
一
括
発
注
す
る
方
針
を
前
提
に
事
業
計
画
の
変
更
を
進
め
る

　
　
　
　
　
　
　
事
業
進
捗
率
（
工
事
ベ
ー
ス
）　
宅
地　
56
・
９
％　
　
道
路　
54
・
１
％

平
成
26
年
度　
高
田
小
学
校
線

　
　
　
　
　
　
開
通

令
和
２
年
度　
さ
く
ら
野
公
園
完
成

令
和
６
年
度　
工
事
完
了
予
定

令
和
元
年
度　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
準
用
し
た

一
括
施
工　
着
手

　
令
和
元
年
９
月　
入
札
公
告

　
　
　
　
　
12
月　
落
札
者
決
定

　
令
和
２
年
３
月　
契
約
を
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
民
間
に
よ
る
工
事
開
始

平
成
30
年
議
会　
「
区
画
整
理
事
業
は
い
つ
一
定
の
め
ど
が
立
つ
の
か
」

　
　
　
　
　
　
　
「
36
年
（
令
和
６
年
）
度
末
を
予
定
」

　
　
　
　
　
　
　
「
新
図
書
館
建
設
の
着
工
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
」

　
　
　
　
　
　
　
「
高
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の
造
成
工
事
が
完
了
予
定
（
令
和
６
年
度
末
）
後
に

着
工
し
た
い
」



長
与
町
議
会
だ
よ
り

令
和

２
年

10月
発

行
■

発
行

／
長

崎
県

長
与

町
議

会
　

T
EL（

095）801-5700　
E-m

ail：gikai@
nagayo.jp　

発
行

責
任

者
／

議
長

 山
口

憲
一

郎
　

編
集

／
議

会
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

　
印

刷
／

川
口

印
刷

株
式

会
社

議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
は

ま
だ
落
ち
着
く
気
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
経
済
対
策

を
し
て
い
く
の
か
。
こ
れ
は
私

た
ち
の
生
活
に
直
結
す
る
重
要

な
課
題
で
す
。「
マ
ス
ク
っ
て
、

い
つ
ま
で
す
っ
と
や
ろ
か
」
そ

ん
な
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が

社
会
経
済
の
た
め
、
相
手
に
う

つ
さ
な
い
た
め
に
も
、
も
う
し

ば
ら
く
マ
ス
ク
と
付
き
合
わ
な

い
と
い
け
な
い
よ
う
で
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
議
会
報
告
会
の
時
期
が
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
感

染
防
止
の
た
め
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
配
信
し
、
議
会
活
動
報
告
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
そ
れ
ぞ
れ
の

議
会
で
会
期
短
縮
、
一
般
質
問

の
取
り
下
げ
な
ど
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ

か
ら
こ
そ
議
会
活
動
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
こ
と
な
く
情
報
発
信

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
金
子
　
恵
）

委 

員 

長

　金
子

　
　恵

副
委
員
長

　堤

　
　理
志

委

　
　員

　八
木

　亮
三

　
　
　
　
　松
林

　
　敏

　
　
　
　
　西
田

　
　健

　
　
　
　
　安
部

　
　都

　
　
　
　
　安
藤

　克
彦

　
　
　
　
　吉
岡

　清
彦

編
集
後
記

この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOC ベジタブルインキで印刷されています。
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　　水晶越しに見えるマジックア
ワーの夕陽は、秋の訪れを知ら
せるような黄金色です。その景色
がまるで都会のビル群に見えてし
まうのが不思議な魅力になってい
ます。でも、ここは長与！！「長
与浦」から望むクリーンパーク長

表

紙

の

写

真

次の定例会は 開会の予定です。12月１日（火）

30,000円支出合計 （４件）

（令和２年７月１日～９月30日）

議長交際費 寸志・慶祝など ……………………… 10,000円（２件）
香典・生花スタンド等 ……………… 10,000円（１件）
激励カンパ ………………………… 10,000円（１件）

与がこんなに素敵に見えるのはわ
が町ならではの心に残るふるさと
の風景です。
　撮影者
　＠samidare0314(Instagram)

感染予防のため議会報告会はYouTubeで配信します！
ＱＲコード

● 配信ページはこちらです！公
　開
　日
　時

内
　
　容

ご
意
見・ご
質
問

11/16（月） 12：00 配信開始予定

いつでも御覧いただけます
長与町議会
　YouTubeチャンネル配信
　令和元年度の決算を中心に、各委員会の活動状況について報告します。また、事前に
メール、FAX、郵送でいただいたご意見・ご質問にも一部お答えさせていただく予定で
す。（令和２年１０月３１日〆切）

※事前のご質問等は下記お問い合わせメールアドレス、FAX番号、住所までお願いします。
　（今年は対面式の報告会は実施いたしません）

長与町議会事務局　　メールアドレス ： gikai@nagayo.jp
FAX番号 ： 095-887-2144
〒851-2185　長与町嬉里郷659-1　長与町議会事務局
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